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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  遊技状態に応じた装飾を行う第一装飾体及び第二装飾体と、
遊技領域に遊技者にとって視認可能に配置され、第一演出位置と第二演出位置との間を移
動可能な演出体と、を備え、
  前記第一装飾体は前記第一演出位置や前記第二演出位置とは異なる第一位置と第二位置
との間を移動可能であり、
前記第二装飾体は前記第一演出位置や前記第二演出位置とは異なる第三位置と第四位置と
の間を移動可能であり、
  前記第一演出位置に位置する前記演出体と前記第二位置に位置する前記第一装飾体との
組み合わせで第一演出状態が構成され、
前記第二演出位置に位置する前記演出体と前記第四位置に位置する前記第二装飾体との組
み合わせで前記第一演出状態と異なる第二演出状態が構成され、
  前記第一装飾体が前記第一位置から前記第二位置に移動することで、前記第一装飾体に
よって前記第一演出位置に位置する前記演出体の少なくとも一部を収納可能な第一収納部
を形成する一方、
前記第二装飾体が前記第三位置から前記第四位置に移動すると共に前記第一装飾体が前記
第一位置から前記第二位置に移動することで、前記第二装飾体と前記第一装飾体によって
前記第二演出位置に位置する前記演出体の少なくとも一部を収納可能な第二収納部を形成
することを特徴とする遊技機。
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【請求項２】
  前記第二位置に位置する前記第一装飾体と前記第四位置に位置する前記第二装飾体との
組み合わせで第三演出状態が構成されることを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【請求項３】
  前記第一装飾体が前記第一位置に位置すると共に前記第二装飾体が前記第三位置に位置
している状態においては、前記第一演出位置と前記第二演出位置の間の前記演出体の移動
が可能である一方、
  前記第一装飾体が前記第二位置に位置するか、または、前記第二装飾体が前記第四位置
に位置することで、前記第一演出位置と前記第二演出位置の間の前記演出体の移動を規制
する移動規制部が構成されることを特徴とする請求項１または請求項２のいずれか一項に
記載の遊技機。
【請求項４】
  前記第一装飾体を前記第一位置から前記第二位置へ移動させようとする際に、前記演出
体が前記第一演出位置に位置するときには、前記演出体を前記第一演出位置から前記第二
演出位置へと移動させてから前記第一装飾体を前記第一位置から前記第二位置へ移動させ
るか、または、前記演出体を前記第一演出位置に位置させたまま前記第一装飾体のみを前
記第一位置から前記第二位置へ移動させ、
前記第一装飾体を前記第二位置から前記第一位置へ移動させようとする際に、前記演出体
が前記第二演出位置に位置するときには、前記第一装飾体を前記第二位置から前記第一位
置へと移動させてから前記演出体を前記第二演出位置から前記第一演出位置へ移動させる
か、または、前記演出体を前記第二演出位置に位置させたまま前記第一装飾体のみを前記
第二位置から前記第一位置へ移動させるように制御する制御手段を備えることを特徴とす
る請求項３に記載の遊技機。
【請求項５】
  前記第一装飾体は、同一の駆動源で動作する複数の要素部材から構成されるとともに、
前記第二装飾体は、同一の駆動源で動作する前記第一装飾体を構成する要素部材と同数の
要素部材から構成され、
  前記第一装飾体を構成する各要素部材は、予め定められた対応する前記第二装飾体を構
成する一の要素部材と一体的な状態を構成することを特徴とする請求項１から請求項４の
いずれか一項に記載の遊技機。
【請求項６】
  前記第一装飾体を構成する各要素部材は、前記第一装飾体が第一位置から第二位置に移
動しようとする際には、予め定められた移動順通りに、ある要素部材が第一位置から第二
位置まで移動し終えてから、次の要素部材の第一位置から第二位置までの移動が行われる
ように構成される一方、
前記第一装飾体が第二位置から第一位置に移動しようとする際には、前記移動順とは逆の
順で、ある要素部材が第二位置から第一位置まで移動し終えてから、次の要素部材の第二
位置から第一位置までの移動が行われるように構成されることを特徴とする請求項５に記
載の遊技機。
【請求項７】
  前記第二装飾体を構成する各要素部材は、前記第二装飾体が第三位置から第四位置に移
動しようとする際には、予め定められた移動順通りに、ある要素部材が第三位置から第四
位置まで移動し終えてから、次の要素部材の第三位置から第四位置までの移動が行われる
ように構成される一方、
前記第二装飾体が第四位置から第三位置に移動しようとする際には、前記移動順とは逆の
順で、ある要素部材が第四位置から第三位置まで移動し終えてから、次の要素部材の第四
位置から第三位置までの移動が行われるように構成されることを特徴とする請求項５また
は請求項６に記載の遊技機。
【請求項８】
  前記第一装飾体を構成する各要素部材は、前記第一装飾体が第一位置から第二位置に移
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動しようとする際には、予め定められた移動順通りに、ある要素部材が第一位置から第二
位置まで移動し終えてから、次の要素部材の第一位置から第二位置までの移動が行われる
ように構成される一方、
前記第一装飾体が第二位置から第一位置に移動しようとする際には、前記移動順とは逆の
順で、ある要素部材が第二位置から第一位置まで移動し終えてから、次の要素部材の第二
位置から第一位置までの移動が行われるように構成され、
  前記第二装飾体を構成する各要素部材は、前記第二装飾体が第三位置から第四位置に移
動しようとする際には、予め定められた移動順通りに、ある要素部材が第三位置から第四
位置まで移動し終えてから、次の要素部材の第三位置から第四位置までの移動が行われる
ように構成される一方、
前記第二装飾体が第四位置から第三位置に移動しようとする際には、前記移動順とは逆の
順で、ある要素部材が第四位置から第三位置まで移動し終えてから、次の要素部材の第四
位置から第三位置までの移動が行われるように構成され、
  前記第一装飾体を構成するある要素部材は、その要素部材の移動順と同じ移動順で動作
する前記第二装飾体を構成する要素部材と一体的な形態を構成することを特徴とする請求
項５に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所定の動作を行う演出用の部材を備えたパチンコ遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば特許文献１には、遊技を演出する目的で、センター役物の周囲に可動演出装置を
設けたものが記載されている。可動演出装置としては、電気的駆動源により可動部材が基
準位置から落下したり上昇したりして遊技を演出するものが例示できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２４４６６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、このような遊技機の中に、複数の可動演出装置を備えるものがある。このよ
うな複数の可動演出装置を備えるものには、複数の可動演出装置がそれぞれ独立した動き
をするものや、複数の可動部材が合体して一つの形態を構成するものなどがある。しかし
、複数の可動部材等の組み合わせによって構成される演出形態が、少なくとも一つの部材
の位置を変えることで複数の演出形態を構成できるものがなく、演出効果が単調なものに
なっていた。
【０００５】
　上記実情に鑑み、本発明が解決しようとする課題は、複数の可動部材等の組み合わせに
よって演出を行う際に、少なくとも一つの部材の位置を変えて複数の演出形態を構成する
ことで、複数の演出形態による優れた演出効果を発現する遊技機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
  上記課題を解決するためになされた請求項１の発明にかかる遊技機は、遊技状態に応じ
た装飾を行う第一装飾体及び第二装飾体と、遊技領域に遊技者にとって視認可能に配置さ
れ、第一演出位置と第二演出位置との間を移動可能な演出体と、を備え、前記第一装飾体
は前記第一演出位置や前記第二演出位置とは異なる第一位置と第二位置との間を移動可能
であり、前記第二装飾体は前記第一演出位置や前記第二演出位置とは異なる第三位置と第
四位置との間を移動可能であり、前記第一演出位置に位置する前記演出体と前記第二位置
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に位置する前記第一装飾体との組み合わせで第一演出状態が構成され、前記第二演出位置
に位置する前記演出体と前記第四位置に位置する前記第二装飾体との組み合わせで前記第
一演出状態と異なる第二演出状態が構成され、前記第一装飾体が前記第一位置から前記第
二位置に移動することで、前記第一装飾体によって前記第一演出位置に位置する前記演出
体の少なくとも一部を収納可能な第一収納部を形成する一方、前記第二装飾体が前記第三
位置から前記第四位置に移動すると共に前記第一装飾体が前記第一位置から前記第二位置
に移動することで、前記第二装飾体と前記第一装飾体によって前記第二演出位置に位置す
る前記演出体の少なくとも一部を収納可能な第二収納部を形成することを特徴とする。
【００１４】
　請求項２の発明は、請求項１に記載の遊技機において、前記第二位置に位置する前記第
一装飾体と前記第四位置に位置する前記第二装飾体との組み合わせで第三演出状態が構成
されるところに特徴を有する。
【００１６】
　請求項３の発明は、請求項１または請求項２に記載の遊技機において、前記第一装飾体
が前記第一位置に位置すると共に前記第二装飾体が前記第三位置に位置している状態にお
いては、前記第一演出位置と前記第二演出位置の間の前記演出体の移動が可能である一方
、前記第一装飾体が前記第二位置に位置するか、または、前記第二装飾体が前記第四位置
に位置することで、前記第一演出位置と前記第二演出位置の間の前記演出体の移動を規制
する移動規制部が構成されるところに特徴を有する。
【００１７】
  請求項４の発明は、請求項３に記載の遊技機において、前記第一装飾体を前記第一位置
から前記第二位置へ移動させようとする際に、前記演出体が前記第一演出位置に位置する
ときには、前記演出体を前記第一演出位置から前記第二演出位置へと移動させてから前記
第一装飾体を前記第一位置から前記第二位置へ移動させるか、または、前記演出体を前記
第一演出位置に位置させたまま前記第一装飾体のみを前記第一位置から前記第二位置へ移
動させ、前記第一装飾体を前記第二位置から前記第一位置へ移動させようとする際に、前
記演出体が前記第二演出位置に位置するときには、前記第一装飾体を前記第二位置から前
記第一位置へと移動させてから前記演出体を前記第二演出位置から前記第一演出位置へ移
動させるか、または、前記演出体を前記第二演出位置に位置させたまま前記第一装飾体の
みを前記第二位置から前記第一位置へ移動させるように制御する制御手段を備えるところ
に特徴を有する。
【００１８】
  請求項５の発明は、請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の遊技機において、前
記第一装飾体は、同一の駆動源で動作する複数の要素部材から構成されるとともに、前記
第二装飾体は、同一の駆動源で動作する前記第一装飾体を構成する要素部材と同数の要素
部材から構成され、前記第一装飾体を構成する各要素部材は、予め定められた対応する前
記第二装飾体を構成する一の要素部材と一体的な状態を構成するところに特徴を有する。
【００１９】
  請求項６に記載の発明は、請求項５に記載の発明において、前記第一装飾体を構成する
各要素部材は、前記第一装飾体が第一位置から第二位置に移動しようとする際には、予め
定められた移動順通りに、ある要素部材が第一位置から第二位置まで移動し終えてから、
次の要素部材の第一位置から第二位置までの移動が行われるように構成される一方、前記
第一装飾体が第二位置から第一位置に移動しようとする際には、前記移動順とは逆の順で
、ある要素部材が第二位置から第一位置まで移動し終えてから、次の要素部材の第二位置
から第一位置までの移動が行われるように構成されるところに特徴を有する。
【００２０】
  請求項７の発明は、請求項５または請求項６に記載の遊技機において、前記第二装飾体
を構成する各要素部材は、前記第二装飾体が第三位置から第四位置に移動しようとする際
には、予め定められた移動順通りに、ある要素部材が第三位置から第四位置まで移動し終
えてから、次の要素部材の第三位置から第四位置までの移動が行われるように構成される
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一方、前記第二装飾体が第四位置から第三位置に移動しようとする際には、前記移動順と
は逆の順で、ある要素部材が第四位置から第三位置まで移動し終えてから、次の要素部材
の第四位置から第三位置までの移動が行われるように構成されるところに特徴を有する。
【００２１】
  請求項８の発明は、請求項５に記載の遊技機において、前記第一装飾体を構成する各要
素部材は、前記第一装飾体が第一位置から第二位置に移動しようとする際には、予め定め
られた移動順通りに、ある要素部材が第一位置から第二位置まで移動し終えてから、次の
要素部材の第一位置から第二位置までの移動が行われるように構成される一方、前記第一
装飾体が第二位置から第一位置に移動しようとする際には、前記移動順とは逆の順で、あ
る要素部材が第二位置から第一位置まで移動し終えてから、次の要素部材の第二位置から
第一位置までの移動が行われるように構成され、前記第二装飾体を構成する各要素部材は
、前記第二装飾体が第三位置から第四位置に移動しようとする際には、予め定められた移
動順通りに、ある要素部材が第三位置から第四位置まで移動し終えてから、次の要素部材
の第三位置から第四位置までの移動が行われるように構成される一方、前記第二装飾体が
第四位置から第三位置に移動しようとする際には、前記移動順とは逆の順で、ある要素部
材が第四位置から第三位置まで移動し終えてから、次の要素部材の第四位置から第三位置
までの移動が行われるように構成され、前記第一装飾体を構成するある要素部材は、その
要素部材の移動順と同じ移動順で動作する前記第二装飾体を構成する要素部材と一体的な
形態を構成するところに特徴を有する。
【発明の効果】
【００２８】
　請求項１の発明によれば、第一装飾体は、第一演出位置に位置する演出体（独立して動
作する可動部材）と第一演出状態を構成し、第二装飾体は、第二演出位置に位置する演出
体と第二演出状態を構成する。つまり、独立して動作する演出体が第一演出位置にあるか
第二演出位置にあるかによって、異なる可動部材との組み合わせにより別の演出状態を構
成することが可能であるから、幅広い演出効果を発現する遊技機となる。
【００２９】
　また、第一装飾体が第一位置と第二位置の間を移動可能、第二装飾体が第三位置と第四
位置の間を移動可能とした上で、第一演出位置に位置する演出体と第二位置に位置する第
一装飾体との組み合わせで第一演出状態が構成され、第二演出位置に位置する演出体と第
四位置に位置する第二装飾体との組み合わせで第二演出状態が構成されるようにすれば、
第一装飾体、第二装飾体、および演出体によってより幅広い演出効果を発現することが可
能となる。
　また、第一装飾体によって第一演出位置に位置する演出体を収容することができる第一
収納部、第一装飾体および第二装飾体によって第二演出位置に位置する演出体を収容する
ことができる第二収納部が構成される構造、すなわち、遊技領域において第一装飾体や第
二装飾体によって区画される領域（第一収納部および第二収納部）に演出体が入り込んだ
状態とすることができる構造とすれば、限られた遊技領域を有効に活用して効果的な演出
を行うことが可能となる。具体的には、第一装飾体および第二装飾体の少なくともいずれ
か一方と、演出体との合体動作による優れた演出効果が発現される。
【００３０】
　請求項２に記載の発明のように、第二位置に位置する第一装飾体と第四位置に位置する
第二装飾体によって第三演出状態を構成するようにした場合には、第一装飾体と第二装飾
体によってさらに幅広い演出効果を発現することが可能となる。
【００３２】
  請求項３の発明によれば、第一装飾体が第二位置に位置するか、または、第二装飾体が
第四位置に位置している状態においては、第一演出位置と第二演出位置の間の演出体の移
動を規制する移動規制部が構成されるため（各装飾体と演出体の動作が規制されるため）
、第一装飾体および第二装飾体と演出体が干渉することを防止しつつ、種々の演出を行う
ことが可能となる。
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【００３３】
  請求項４の発明によれば、上記制御手段を備えることにより（上記のように第一装飾体
と演出体の動作を制御することにより）、第一装飾体と演出体が干渉することを防止しつ
つ、種々の演出を行うことが可能となる。
【００３４】
　請求項５の発明によれば、第一装飾体および第二装飾体が、ともに、複数の要素部材か
ら構成され、第一装飾体の要素部材と第二装飾体の要素部材が組み合わされて一体的な状
態を構成する構造であるため、第一装飾体と第二装飾体によってなされる合体動作に様々
な変化をもたらすことができる。換言すれば、複数種類の合体動作による演出を提供する
ことが可能となる。
【００３５】
  請求項６および請求項７の発明によれば、第一装飾体または第二装飾体を構成するある
要素部材が第一位置または第三位置から第二位置または第四位置に移動し終えてから次の
要素部材の第一位置または第三位置から第二位置または第四位置までの移動が行われるよ
うに構成されるため、一の要素部材のみで状態を構成したり、複数の要素部材で状態を構
成したりすることが可能となり、幅広い演出を提供することが可能となる。
【００３６】
  請求項８の発明によれば、第一装飾体および第二装飾体を構成する複数の要素部材（第
一要素部材～第三要素部材）が、予め定められた移動順通りに移動し、同じ移動順の要素
部材同士が一体的な状態を構成するため、ある一つの要素部材同士だけで一体的な状態を
構成したり、複数の要素部材同士で一体的な状態を構成したりするなど、幅広い演出を提
供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の一実施形態にかかる遊技機の正面図であり、第一装飾体が第二位置、第
二装飾体が第四位置、演出体が第二演出位置に位置している状態を示したものである。
【図２】図１に示した遊技機が備える遊技盤の正面図であり、第一装飾体が第二位置、第
二装飾体が第四位置、演出体が第二演出位置に位置している状態を示したものである。
【図３】第一装飾体（第一位置）、第二装飾体（第三位置）、および演出体（第一演出位
置）が取り付けられた装置枠体の正面図である。
【図４】装飾部材（第一装飾体および第二装飾体（これらの駆動源等を含む））の外観斜
視図である。
【図５】図４におけるＡ部拡大図である。
【図６】第一装飾体が第二位置、第二装飾体が第四位置に位置している状態における第一
装飾体および第二装飾体（これらの駆動源等を含む）を前方から見た分解斜視図である。
【図７】第一装飾体が第二位置、第二装飾体が第四位置に位置している状態における第一
装飾体および第二装飾体（これらの駆動源等を含む）を後方から見た分解斜視図である。
【図８】第一装飾体が第一位置、第二装飾体が第三位置に位置している状態における第一
装飾体および第二装飾体（これらの駆動源等を含む）を前方から見た分解斜視図である。
【図９】第一装飾体が第一位置、第二装飾体が第三位置に位置している状態における第一
装飾体および第二装飾体（これらの駆動源等を含む）を後方から見た分解斜視図である。
【図１０】第一装飾体が有する板状体（第一～第三板状体）および第二装飾体が有する板
状体（第一～第三板状体）の拡大図である。
【図１１】第一装飾体の全ての要素部材が第二位置に位置している状態を示した図である
。
【図１２】第一装飾体の第一要素部材および第二要素部材が第二位置に位置し、第一装飾
体の第三要素部材が第一位置に位置している状態を示した図である。
【図１３】第一装飾体の第一要素部材が第二位置に位置し、第一装飾体の第二要素部材お
よび第三要素部材が第一位置に位置している状態を示した図である。
【図１４】第一装飾体の全ての要素部材が第一位置に位置し、第二装飾体の全ての要素部
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材が第三位置に位置している状態を示した図である。
【図１５】第二装飾体の第一要素部材が第四位置に位置し、第二装飾体の第二要素部材お
よび第三要素部材が第三位置に位置している状態を示した図である。
【図１６】第二装飾体の第一要素部材および第二要素部材が第四位置に位置し、第二装飾
体の第三要素部材が第三位置に位置している状態を示した図である。
【図１７】第二装飾体の全ての要素部材が第四位置に位置している状態を示した図である
。
【図１８】図１６（ａ）は第一演出位置に位置している演出体（その駆動源等を含む）の
外観斜視図であり、図１６（ｂ）は第二演出位置に位置している演出体（その駆動源等を
含む）の外観斜視図である。
【図１９】演出体が第一演出位置に位置している状態を示した図である。
【図２０】演出体が第二演出位置に位置している状態を示した図である。
【図２１】第一装飾体の第一要素部材と第二装飾体の第一要素部材によって円環形状の構
造物（小円）が構成された状態を示した図である。
【図２２】第一装飾体の第一要素部材および第二要素部材と第二装飾体の第一要素部材お
よび第二要素部材によって円環形状の構造物（小円および中円）が構成された状態を示し
た図である。
【図２３】第一装飾体の全ての要素部材と第二装飾体の全ての要素部材によって円環形状
の構造物（小円、中円、および大円）が構成された状態を示した図である。
【図２４】第一演出形態の一つを示した図である。
【図２５】第二演出形態の一つを示した図である。
【図２６】第一演出状態を示した図である。
【図２７】第二演出位置に位置する演出体と第四位置に位置する第一装飾体によって構成
された演出状態を示した図である。
【図２８】第二演出状態を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　以下、本発明にかかる実施形態について図面を参照して詳細に説明する。なお、以下の
説明において単に前側（前方）とは遊技機１正面側のことであり、単に後側（後方）とは
遊技機１の背面側のことである。また、単に左側、右側、上側、下側とは、遊技機１を正
面から見た場合の左側、右側、上側、下側のことであり、図１における左側、右側、上側
、下側を指す。また、単に幅方向とは、遊技機１の幅方向のことであり、図１における左
右方向を指し、単に平面方向とは遊技盤９０の平面方向を指す。
【００３９】
（遊技機の全体構成）
　まず、遊技機１の全体構成について簡単に説明する。図１に示されるように、遊技機１
は、所定の奥行きを有する額縁形状の機枠８０を備える。この機枠８０には前面枠８１が
取り付けられている。前面枠８１は、その左側縁が機枠８０に回動自在に支持され、前側
に開閉可能である。また、前面枠８１には、ガラス枠８２が取り付けられている。ガラス
枠８２は、その左側縁が前面枠８１に回動自在に支持され、前側に開閉可能である。
【００４０】
　ガラス枠８２の中央の開口部にはガラス板またはプラスチック板等の透明な板が設けら
れており、遊技者はこの透明な板を通して前側から遊技盤９０を視認できる。また、ガラ
ス枠８２の下部には、払い出された遊技球を発射装置に送るまで貯めておく上皿ユニット
８３が設けられている。上皿ユニット８３には、貯留されている遊技球を下皿ユニット８
５に流下させる上皿スイッチや、貸し出し可能な貸し球を払い出す球貸しスイッチ等が設
けられている。また、ガラス枠８２の上部左右両側には、スピーカ８４が設けられている
。
【００４１】
　前面枠８１の下部には、払い出された遊技球が上皿ユニット８３に入りきらない場合等
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に遊技球を貯めることができる下皿ユニット８５や、遊技球を発射操作するためのタッチ
スイッチを備える発射ハンドル８６等が設けられている。下皿ユニット８５の左側には、
表示装置９２に表示される演出に応じて遊技者が操作を行う遊技スイッチ８７が設けられ
ている。
【００４２】
　図２に示す遊技盤９０は、ほぼ正方形の合板により成形されており、前面枠８１に着脱
可能に取り付けられている。この遊技盤９０には、発射装置から発射された遊技球をガイ
ドする金属製の薄板からなる帯状のガイドレール１１が略円弧形状となるように設けられ
ており、このガイドレール１１によって遊技領域の外郭の一部が形成されている。
【００４３】
　遊技盤９０の遊技領域には、表示装置９２、始動入賞口９３１、大入賞口９３２、アウ
ト口９３３などが設けられている。表示装置９２は、例えば液晶表示装置が用いられ、表
示装置９２の表示画面（表示部）において特別図柄や普通図柄等が表示される。かかる表
示装置９２の表示画面は、遊技盤９０に形成された開口を通じて視認可能である。なお、
図１および図２に示すように、可動演出装置２が所定の演出形態を構成した際には、表示
装置９２は可動演出装置２の役物に覆われた状態となる。
【００４４】
　また、遊技盤９０の遊技領域には、流下する遊技球が衝突することにより遊技球の流下
態様に変化を与える障害物としての図示しない遊技釘が複数設けられている。遊技領域を
流下する遊技球は、遊技釘に衝突したときの条件に応じて様々な態様に変化する。
【００４５】
　さらに、表示装置９２の周辺には、遊技の装飾効果（演出効果）を高めるための可動演
出装置２が設けられている。可動演出装置２は、表示装置９２と連動して演出動作を行う
。かかる可動演出装置２の構成の詳細については後述する。
【００４６】
　なお、図示しないが、遊技機１の背面側には、枠用外部端子基板、表示制御基板、主制
御基板、音声制御基板、ランプ制御基板、払出制御基板、発射制御基板、電源基板等の各
種基板、カードインターフェース接続部、球寄せ、球タンク、タンクレール、払出装置、
発射装置等の各種の遊技機構成部材が設けられている。なお、以下の説明では、主制御基
板等の遊技機１の制御を行う構成を一括りに制御手段と称する。
【００４７】
　このような遊技機１では、発射ハンドル８６の操作により、発射装置から遊技領域に遊
技球を発射し、遊技領域を流下する遊技球が、始動入賞口９３１や大入賞口９３２等の入
賞口に入賞すると、所定の数の賞球が払出装置により払い出される。その他、大当たりの
抽選方法等は、公知の遊技機の制御方法が適用できるため、説明は省略する。
【００４８】
（可動演出装置の構成）
　以下、遊技機１が備える可動演出装置２の構成について図３～図２６を参照して説明す
る。可動演出装置２は、遊技機１の制御手段によって制御される遊技演出用の役物（可動
部材）である、第一装飾体１０および第二装飾体２０を有する装飾部材５と、演出体３０
と、を備える。これらは、遊技盤９０の後側に、表示装置９２（表示画面）の周囲を囲む
ように設けられる装置枠体２ａ（図３参照）に取り付けられ、同一平面上に位置する（こ
れら全てが交差する上下左右方向に広がるある一つの平面が存在する）。以下、各構成に
ついて詳細に説明する。
【００４９】
１）第一装飾体の構成・基本動作
　装飾部材５が有する第一装飾体１０の構成について説明する。第一装飾体１０は、装置
枠体２ａの下部（表示装置９２の表示画面の下側）に取り付けられた役物であり、後述す
る第二装飾体２０とともに遊技状態に応じた装飾を行う部材である。第一装飾体１０は、
第一装飾体用駆動源１４によって第一位置と第二位置の間を移動可能であり、第一要素部
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材１１と、第二要素部材１２と、第三要素部材１３と、を備える。本実施形態では、各要
素部材１１，１２，１３は、遊技機１を上下方向に二分する中央線に関し左右対称に位置
する二つの部材から構成される（以下、左側に位置する要素部材を左（第一～第三）要素
部材１１Ｌ，１２Ｌ，１３Ｌ、右側に位置する要素部材を右（第一～第三）要素部材１１
Ｒ，１２Ｒ，１３Ｒと区別することもある）。
【００５０】
　各要素部材１１，１２，１３は、円弧状に形成された環状部１１１，１２１，１３１と
、環状部１１１，１２１，１３１の下方に形成される接続部１１２，９１２，１３２を有
する。環状部１１１，１２１，１３１は遊技を演出する部分である。この環状部１１１，
１２１，１３１の円弧の径が小さい方から順に（曲率が大きい方から順に）第一要素部材
１１、第二要素部材１２、第三要素部材１３となる。第一装飾体１０における第一要素部
材１１、第二要素部材１２、第三要素部材１３の環状部１１１，１２１，１３１の曲率は
、それぞれ、後述する第二装飾体２０における第一要素部材１１、第二要素部材２２、第
三要素部材２３の曲率と略一致する。これら各要素部材１１，１２，１３の環状部１１１
，１２１，１３１がならんで遊技者に視認可能となる上方に位置（表示装置９２の表示画
面の前面側に重なる位置）した状態が、「第一装飾体１０が第二位置に位置した状態」で
ある（図１１に示した状態）。この第二位置において、各要素部材１１，１２，１３の環
状部１１１，１２１，１３１の円弧は同心円状に位置する。また、左要素部材１１Ｌ，１
２Ｌ，１３Ｌと右要素部材１１Ｒ，１２Ｒ，１３Ｒの環状部１１１，１２１，１３１は、
同じ径の円弧を描くように一体的な形状を構成する。
【００５１】
　一方、「第一装飾体１０が第一位置に位置した状態」とは、詳細を後述するように、各
要素部材１１，１２，１３の環状部１１１，１２１，１３１同士が離れる方向に移動し、
表示領域に全ての要素部材１１，１２，１３の環状部１１１，１２１，１３１が重なって
いない状態である（図１４に示した状態）。第一位置において、第一装飾体１０は、装置
枠体２ａの下部の前側に位置する。
【００５２】
　一方、接続部１１２，１２２，１３２は、環状部１１１，１２１，１３１よりも曲率が
大きい円弧状の部分である。第一装飾体１０が第二位置に位置する場合において、所定の
大きさの円形空間（第一収納部Ｓ１）を構成する。この円形空間は、詳細を後述する演出
体３０が収容可能な大きさである。また、接続部１１２，１２２，１３２の先端（下端）
は、略円形に形成されている。各要素部材１１，１２，１３は、接続部１１２，１２２，
１３２の略円形部分の中心で装置枠体２ａに回転自在に支持されている。平面方向におけ
る各要素部材１１，１２，１３の回転中心は同じであり、各接続部１１２，１２２，１３
２の円形部分同士は、同一の支持軸１６に回転自在に支持されている。この各要素部材１
１，１２，１３における接続部１１２，１２２，１３２の円形部分の外周における中央側
の一部には、互いに噛合する歯車１１２ａ，１２２ａ，１３２ａが形成されている。この
歯車１１２ａ，１２２ａ，１３２ａの噛合位置を変化させることによって、要素部材１１
，１２，１３が上記略円形部分の中心を回転中心として回転する。すなわち、歯車１１２
ａ，１２２ａ，１３２ａの噛合位置を変化させることによって、第一装飾体１０が第一位
置から第二位置まで移動する。また、第一左要素部材１１Ｌ、第二左要素部材１２Ｌ、第
三左要素部材１３Ｌには、下方に向かって突出する被押圧突起１１２ｂ，１２２ｂ，１３
２ｂが形成されている。この各要素部材１１，１２，１３に形成された被押圧突起１１２
ｂ，１２２ｂ，１３２ｂは前後方向に重なるように（平面方向における位置が略同じとな
るように）形成されている。この被押圧突起１１２ｂ，１２２ｂ，１３２ｂは、後述する
連繋部材１５に形成された押圧突起１５１ｂ，１５２ｂ，１５３ｂに係合する部分である
。
【００５３】
　このような構成の第一装飾体１０（各要素部材１１，１２，１３）は、装置枠体２ａに
固定された第一装飾体用駆動源１４と次のように連繋されている。本実施形態では、第一
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装飾体用駆動源１４はモータである。この第一装飾体用駆動源１４の出力軸（回転軸）に
は、出力歯車１４１が固定されている。一方、装置枠体２ａには、幅方向にスライド自在
に固定された連繋部材１５が設けられている。連繋部材１５は、三枚の板状体が前後方向
に重なるように組み合わされてなる部材であり、三つの板状体は、それぞれ、第一要素部
材１１、第二要素部材１２、および第三要素部材１３に係合する（以下、第一要素部材１
１に係合する板状体を第一板状体１５１、第二要素部材１２に係合する板状体を第二板状
体１５２、第三要素部材１３に係合する板状体を第三板状体１５３と区別して称すること
もある）。このうち、少なくともいずれか一つの板状体（本実施形態では第三板状体１５
３）には、ラック１５ａ（歯竿）が形成されており、出力歯車１４１と噛合している。つ
まり、出力歯車１４１が回転することにより、三つの板状体が組み合わされてなる連繋部
材１５は幅方向にスライドする。
【００５４】
　一方、各連繋部材１５の板状体１５１，１５２，１５３には、幅方向に長い長孔である
貫通孔１５１ａ，１５２ａ，１５３ａが形成されている。この貫通孔１５１ａ，１５２ａ
，１５３ａには、各接続部１１２，１２２，１３２の円形部分同士を接続し、各要素部材
１１，１２，１３を回転自在に支持する支持軸１６が挿通されている。そして、各左要素
部材１１Ｌ，１２Ｌ，１３Ｌの接続部１１２，１２２，１３２に形成された被押圧突起１
１２ｂ，１２２ｂ，１３２ｂは、対応する板状体に形成された貫通孔１５１ａ，１５２ａ
，１５３ａの内側に位置する（被押圧突起１１２ｂ，１２２ｂ，１３２ｂと貫通孔１５１
ａ，１５２ａ，１５３ａが同一平面上に位置する）。
【００５５】
　また、貫通孔１５１ａ，１５２ａ，１５３ａの下壁の右側には、押圧突起１５１ｂ，１
５２ｂ，１５３ｂが形成されている。この押圧突起１５１ｂ，１５２ｂ，１５３ｂの存在
により、貫通孔１５１ａ，１５２ａ，１５３ａには上下方向における大きさが相対的に大
きい部分（相対的に幅広の部分）と相対的に小さい部分（相対的に幅狭の部分）が形成さ
れる。押圧突起１５１ｂ，１５２ｂ，１５３ｂは、板状体によって幅方向の長さが異なる
。具体的には、第一板状体１５１に形成された押圧突起１５１ｂが一番長く、この第一板
状体１５１に形成された押圧突起１５１ｂよりも第二板状体１５２に形成された押圧突起
１５２ｂは短い。さらに、第二板状体１５２に形成された押圧突起１５２ｂよりも第三板
状体１５３に形成された押圧突起１５３ｂは短い。これら三つの板状体は前後方向に重ね
られているため、連繋部材１５全体として前方から見ると、第一板状体１５１における押
圧突起１５１ｂの左端が最も左寄りに位置し、第三板状体１５３における押圧突起１５３
ｂの左端が最も右寄りに位置する構造となる。なお、各押圧突起１５１ｂ，１５２ｂ，１
５３ｂの左端は、緩やかに傾斜した傾斜面となっている。
【００５６】
　以上の構成を備える第一装飾体１０は、次のように動作する。第一装飾体用駆動源１４
に固定された出力歯車１４１が、連繋部材１５のラック１５ａにおける左端部近傍に噛合
した状態であるとき、各左要素部材１１Ｌ，１２Ｌ，１３Ｌの接続部１１２，１２２，１
３２に形成された被押圧突起１１２ｂ，１２２ｂ，１３２ｂは、各板状体の貫通孔１５１
ａ，１５２ａ，１５３ａにおける相対的に幅広の部分に位置する。つまり、押圧突起１５
１ｂ，１５２ｂ，１５３ｂが形成されていない部分に位置するため、被押圧突起１１２ｂ
，１２２ｂ，１３２ｂは押圧突起１５１ｂ，１５２ｂ，１５３ｂに接触しない。したがっ
て、各要素部材１１，１２，１３に作用する部材は何も存在しないため、環状部１１１，
１２１，１３１の自重によって環状部１１１，１２１，１３１が下方に位置する。具体的
には、全ての要素部材１１，１２，１３の環状部１１１，１２１，１３１が表示装置９２
の表示画面の前面側に重ならない位置、すなわち、第一装飾体１０（第一装飾体１０を構
成する全ての要素部材１１，１２，１３）は第一位置に位置する（図１４参照）。
【００５７】
　この状態から、第一装飾体用駆動源１４を駆動し出力歯車１４１を一方向に回転させる
と、連繋部材１５が左方向にスライドする。すると、まず、左端が最も左寄りに位置する
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第一板状体１５１の押圧突起１５１ｂに、第一左要素部材１１Ｌの接続部１１２に形成さ
れた被押圧突起１１２ｂが接触する。具体的には、被押圧突起１１２ｂが押圧突起１５１
ｂによって押し上げられる方向に移動する。このように被押圧突起１１２ｂが押し上げら
れると、第一左要素部材１１Ｌは、環状部１１１が右に移動する方向（時計回り）に回転
する。このように第一左要素部材１１Ｌが回転すると、第一左要素部材１１Ｌの歯車１１
２ａに噛合する歯車１１２ａを有する第一右要素部材１１Ｒは、環状部１１１が左に移動
する方向（反計回り）に回転する。このように、第一左要素部材１１Ｌと第一右要素部材
１１Ｒは、各々の環状部１１１が互いに近づく方向に回転し、環状部１１１が表示装置９
２の表示画面の前面側に重なる位置まで移動する（図１３参照）。
【００５８】
　さらに出力歯車１４１を一方向に回転させると、第二板状体１５２の押圧突起１５２ｂ
に、第二左要素部材１２Ｌの接続部１２２に形成された被押圧突起１２２ｂが接触する。
これにより、上記第一要素部材１１と同様に、第二左要素部材１２Ｌと第二右要素部材１
２Ｒは、各々の環状部１２１が互いに近づく方向に回転し、環状部１２１が表示装置９２
の表示画面の前面側に重なる位置まで移動する（図１２参照）。そして、さらに出力歯車
１４１を一方向に回転させると、第三板状体１５３の押圧突起１５３ｂに、第三左要素部
材１３Ｌの接続部１３２に形成された被押圧突起１３２ｂが接触する。これにより、上記
第一要素部材１１、第二要素部材１２と同様に、第三左要素部材１３Ｌと第三右要素部材
１３Ｒは、各々の環状部１３１が互いに近づく方向に回転し、環状部１３１が表示装置９
２の表示画面の前面側に重なる位置まで移動する（図１１参照）。
【００５９】
　このように、第一装飾体１０が第一位置に位置する状態から、出力歯車１４１を一方向
に回転させれば第一要素部材１１、第二要素部材１２、第三要素部材１３、の順で、環状
部１１１，１２１，１３１が表示装置９２の表示画面の前面側に重なる第二位置まで移動
する。具体的には、第一要素部材１１が第二位置まで移動し終えてから押圧突起１５２ｂ
に被押圧突起１２２ｂが接触することで第二要素部材１２の移動が開始され、第二要素部
材１２が第二位置まで移動し終えてから押圧突起１５３ｂに被押圧突起１３２ｂが接触す
ることで三要素部材１３の移動が開始される。第三要素部材１３が第二位置まで移動し終
えると、図１１に示すような第一装飾体１０全体が第二位置に位置した状態となる。この
とき、左要素部材１１Ｌ，１２Ｌ，１３Ｌと右要素部材１１Ｒ，１２Ｒ，１３Ｒの接続部
１１２，１２２，１３２同士の間には、所定の大きさの空間（第一収納部Ｓ１）が形成さ
れる。
【００６０】
　一方、第一装飾体１０を第二位置から第一位置に移動させる際には、第一装飾体用駆動
源１４を駆動し出力歯車１４１を他方向に回転させ、連繋部材１５を右方向にスライドさ
せる。すると、まず、左端が最も右寄りに位置する第三板状体１５３の押圧突起１５３ｂ
に、第三左要素部材１３Ｌの接続部１３２に形成された被押圧突起１３２ｂが接触した状
態が解消される。具体的には、被押圧突起１３２ｂが押圧突起１５３ｂによって押し上げ
られた状態が解消される。このように被押圧突起１３２ｂが押し上げられた状態が解消さ
れると、第三左要素部材１３Ｌは、環状部１３１がその重さにより（重力の作用により）
左に移動する方向（反時計回り）に回転する。このように第三左要素部材１３Ｌが回転す
ると、第三左要素部材１３Ｌの歯車１３２ａに噛合する歯車１３２ａを有する第三右要素
部材１３Ｒは、環状部１３１が右に移動する方向（時計回り）に回転する。このように、
第三左要素部材１３Ｌと第三右要素部材１３Ｒは、各々の環状部１３１が互いに離れる方
向に回転し、環状部１３１が表示装置９２の表示画面の前面側に重ならない位置まで移動
する（図１２参照）。
【００６１】
　さらに出力歯車１４１を一方向に回転させると、第二板状体１５２の押圧突起１５２ｂ
に、第二左要素部材１２Ｌの接続部１２２に形成された被押圧突起１２２ｂが接触した状
態が解消される。これにより、上記第三要素部材１３と同様に、第二左要素部材１２Ｌと
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第二右要素部材１２Ｒは、各々の環状部１２１が互いに離れる方向に回転し、環状部１２
１が表示装置９２の表示画面の前面側に重ならない位置まで移動する（図１３参照）。そ
して、さらに出力歯車１４１を一方向に回転させると、第一板状体１５１の押圧突起１５
１ｂに、第一左要素部材１１Ｌの接続部１１２に形成された被押圧突起１１２ｂが接触し
た状態が解消される。これにより、上記第三要素部材１３、第二要素部材１２と同様に、
第一左要素部材１１Ｌと第一右要素部材１１Ｒは、各々の環状部１１１が互いに離れる方
向に回転し、環状部１１１が表示装置９２の表示画面の前面側に重ならない位置まで移動
する（図１４参照）。
【００６２】
　このように、第一装飾体１０が第二位置に位置する状態から、出力歯車１４１を他方向
に回転させれば第三要素部材１３、第二要素部材１２、第一要素部材１１、の順で、環状
部１１１，１２１，１３１が表示装置９２の表示画面の前面側に重ならない位置まで移動
する。具体的には、第三要素部材１３が第一位置まで移動し終えてから押圧突起１５２ｂ
と被押圧突起１２２ｂとの接触状態が解消されることで第二要素部材１２の移動が開始さ
れ、第二要素部材１２が第一位置まで移動し終えてから押圧突起１５１ｂと被押圧突起１
１２ｂとの接触状態が解消されることで第一要素部材１１の移動が開始される。第一要素
部材１１が第一位置まで移動し終えると、図１４に示すような第一装飾体１０全体が第一
位置に位置した状態となる。
２）第二装飾体の構成・基本動作
　装飾部材５が有する第二装飾体２０の構成について説明する。第二装飾体２０は、装置
枠体２ａの上部（表示装置９２の表示画面の上側）に取り付けられた役物であり、第二装
飾体用駆動源２４によって第三位置と第四位置の間を移動可能である。この第二装飾体２
０は、第一要素部材２１と、第二要素部材２２と、第三要素部材２３と、を備える。本実
施形態では、各要素部材２１，２２，２３は、遊技機１を上下方向に二分する中央線に関
し左右対称に位置する二つの部材から構成される（以下、左側に位置する要素部材を左（
第一～第三）要素部材２１Ｌ，２２Ｌ，２３Ｌ、右側に位置する要素部材を右（第一～第
三）要素部材２１Ｒ，２２Ｒ，２３Ｒと区別することもある）。
【００６３】
　各要素部材２１，２２，２３は、円弧状に形成された環状部２１１，２２１，２３１と
、環状部２１１，２２１，２３１の上方に形成される接続部２１２，２２２，２３２を有
する。環状部２１１，２２１，２３１は、遊技を演出する部分である。この環状部２１１
，２２１，２３１の円弧の径が小さい方から順に（曲率が大きい方から順に）第一要素部
材２１、第二要素部材２２、第三要素部材２３となる。全ての要素部材２１，２２，２３
の環状部２１１，２２１，２３１が遊技者に視認可能となる下方に位置（表示装置９２の
表示画面の前面側に重なる位置）した状態が、「第二装飾体２０が第四位置に位置した状
態」である（図１７に示した状態）。この第四位置において、各要素部材２１，２２，２
３の環状部２１１，２２１，２３１の円弧は同心円状に位置する。また、左要素部材２１
Ｌ，２２Ｌ，２３Ｌと右要素部材２１Ｒ，２２Ｒ，２３Ｒの環状部２１１，２２１，２３
１は、同じ径の円弧を描くように一体的な形状を構成する。
【００６４】
　一方、「第二装飾体２０が第三位置に位置した状態」とは、詳細を後述するように、各
要素部材２１，２２，２３の環状部２１１，２２１，２３１同士が離れる方向に移動し、
表示装置９２の表示画面の前面側に全ての要素部材２１，２２，２３の環状部２１１，２
２１，２３１が重なっていない状態である（図１４に示した状態）。第三位置において、
第二装飾体２０は、その大部分が装置枠体２ａの上部の後側に位置する。
【００６５】
　一方、接続部２１２，２２２，２３２は、先端（上端）が略円形に形成された部分であ
る。各要素部材２１，２２，２３は、接続部２１２，２２２，２３２の略円形部分の中心
で装置枠体２ａに回転自在に支持されている。平面方向における各要素部材２１，２２，
２３の回転中心は同じであり、各接続部２１２，２２２，２３２の円形部分同士は、同一
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の支持軸２６に回転自在に支持されている。この各要素部材２１，２２，２３における接
続部２１２，２２２，２３２の円形部分における中央側の一部には、互いに噛合する歯車
２１２ａ，２２２ａ，２３２ａが形成されている。この歯車２１２ａ，２２２ａ，２３２
ａの噛合位置を変化させることによって、要素部材２１，２２，２３が上記略円形部分の
中心を回転中心として回転する。すなわち、歯車２１２ａ，２２２ａ，２３２ａの噛合位
置を変化させることによって、第二装飾体２０が第三位置から第四位置まで移動する。ま
た、第一右要素部材２１Ｒ、第二右要素部材２２Ｒ、第三右要素部材２３Ｒには、上方に
向かって突出する被押圧突起２１２ｂ，２２２ｂ，２３２ｂが形成されている。この各要
素部材２１，２２，２３に形成された被押圧突起２１２ｂ，２２２ｂ，２３２ｂは前後方
向に重なるように（平面方向における位置が略同じとなるように）形成されている。この
被押圧突起２１２ｂ，２２２ｂ，２３２ｂは、後述する連繋部材２５に形成された押圧突
起２５１ｂ，２５２ｂ，２５３ｂに係合する部分である。
【００６６】
　このような構成の第二装飾体２０（各要素部材２１，２２，２３）は、装置枠体２ａに
固定された第二装飾体用駆動源２４と次のように連繋されている。本実施形態では、第二
装飾体用駆動源２４はモータである。この第二装飾体用駆動源２４の出力軸（回転軸）に
は、出力歯車２４１が固定されている。一方、装置枠体２ａには、幅方向にスライド自在
に固定された連繋部材２５が設けられている。連繋部材２５は、三枚の板状体が前後方向
に重なるように組み合わされてなる部材であり、三つの板状体は、それぞれ、第一要素部
材２１、第二要素部材２２、および第三要素部材２３に係合する（以下、第一要素部材２
１に係合する板状体を第一板状体２５１、第二要素部材２２に係合する板状体を第二板状
体２５２、第三要素部材２３に係合する板状体を第三板状体２５３と区別して称すること
もある）。このうち、少なくともいずれか一つの板状体（本実施形態では第三板状体２５
３）には、ラック２５ａ（歯竿）が形成されており、出力歯車２４１と噛合している。つ
まり、出力歯車２４１が回転することにより、三つの板状体が組み合わされてなる連繋部
材２５は幅方向にスライドする。
【００６７】
　一方、各連繋部材２５の板状体には、幅方向に長い長孔である貫通孔２５１ａ，２５２
ａ，２５３ａが形成されている。この貫通孔２５１ａ，２５２ａ，２５３ａには、各接続
部２１２，２２２，２３２の円形部分同士を接続し、各要素部材２１，２２，２３を回転
自在に支持する支持軸２６が挿通されている。そして、各右要素部材２１Ｒ，２２Ｒ，２
３Ｒの接続部２１２，２２２，２３２に形成された被押圧突起２１２ｂ，２２２ｂ，２３
２ｂは、対応する板状体に形成された貫通孔２５１ａ，２５２ａ，２５３ａの内側に位置
する（被押圧突起２１２ｂ，２２２ｂ，２３２ｂと貫通孔２５１ａ，２５２ａ，２５３ａ
が同一平面上に位置する）。
【００６８】
　また、貫通孔２５１ａ，２５２ａ，２５３ａの上壁の右側には、押圧突起２５１ｂ，２
５２ｂ，２５３ｂが形成されている。この押圧突起２５１ｂ，２５２ｂ，２５３ｂの存在
により、貫通孔２５１ａ，２５２ａ，２５３ａには上下方向における大きさが相対的に大
きい部分（相対的に幅広の部分）と相対的に小さい部分（相対的に幅狭の部分）が形成さ
れる。押圧突起２５１ｂ，２５２ｂ，２５３ｂは、板状体によって幅方向の長さが異なる
。具体的には、第一板状体２５１に形成された押圧突起２５１ｂが一番短く、この第一板
状体２５１に形成された押圧突起２５１ｂよりも第二板状体２５２に形成された押圧突起
２５２ｂは長い。さらに、第二板状体２５２に形成された押圧突起２５２ｂよりも第三板
状体２５３に形成された押圧突起２５３ｂは長い。これら三つの板状体は前後方向に重ね
られているため、連繋部材２５全体として前方から見ると、第一板状体２５１における押
圧突起２５１ｂの左端が最も右寄りに位置し、第三板状体２５３における押圧突起２５３
ｂの左端が最も左寄りに位置する構造となる。なお、各押圧突起２５１ｂ，２５２ｂ，２
５３ｂの左端は、緩やかに傾斜した傾斜面となっている。
【００６９】
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　以上の構成を備える第二装飾体２０は、次のように動作する。第二装飾体用駆動源２４
に固定された出力歯車２４１が、連繋部材２５のラック２５ａにおける左端部近傍に噛合
した状態であるとき、各右要素部材２１Ｒ，２２Ｒ，２３Ｒの接続部２１２，２２２，２
３２に形成された被押圧突起２１２ｂ，２２２ｂ，２３２ｂは、各板状体の貫通孔２５１
ａ，２５２ａ，２５３ａにおける相対的に幅広の部分に位置する。つまり、押圧突起２５
１ｂ，２５２ｂ，２５３ｂが形成されていない部分に位置するため、被押圧突起２１２ｂ
，２２２ｂ，２３２ｂは押圧突起２５１ｂ，２５２ｂ，２５３ｂに接触しない。したがっ
て、各要素部材２１，２２，２３に作用する部材は何も存在しないため、環状部２１１，
２２１，２３１の自重によって環状部２１１，２２１，２３１が下方に位置する。具体的
には、全ての要素部材２１，２２，２３の環状部２１１，２２１，２３１が表示装置９２
の表示画面の前面側に重なる位置、すなわち、第二装飾体２０（第二装飾体２０を構成す
る全ての要素部材２１，２２，２３）は第四位置に位置する（図１７参照）。
【００７０】
　この状態から、第二装飾体用駆動源２４を駆動し出力歯車２４１を一方向に回転させる
と、連繋部材２５が左方向にスライドする。すると、まず、左端が最も左寄りに位置する
第三板状体２５３の押圧突起２５３ｂに、第三右要素部材２３Ｒの接続部２３２に形成さ
れた被押圧突起２３２ｂが接触する。具体的には、被押圧突起２３２ｂが押圧突起２５３
ｂによって押し下げられる方向に移動する。このように被押圧突起２３２ｂが押し下げら
れると、第三右要素部材２３Ｒは、環状部２３１が右に移動する方向（反時計回り）に回
転する。このように第三右要素部材２３Ｒが回転すると、第三右要素部材２３Ｒの歯車２
３２ａに噛合する歯車２３２ａを有する第三左要素部材２３Ｌは、環状部２３１が左に移
動する方向（時計回り）に回転する。このように、第三左要素部材２３Ｌと第三右要素部
材２３Ｒは、各々の環状部２３１が互いに離れる方向に回転し、環状部２３１が表示装置
９２の表示画面の前面側に重ならない位置まで移動する（図１６参照）。
【００７１】
　さらに出力歯車２４１を一方向に回転させると、第二板状体２５２の押圧突起２５２ｂ
に、第二右要素部材２２Ｒの接続部２２２に形成された被押圧突起２２２ｂが接触する。
これにより、上記第三要素部材２３と同様に、第二左要素部材２２Ｌと第二右要素部材２
２Ｒは、各々の環状部２２１が互いに離れる方向に回転し、環状部２２１が表示装置９２
の表示画面の前面側に重ならない位置まで移動する（図１５参照）。そして、さらに出力
歯車２４１を一方向に回転させると、第一板状体２５１の押圧突起２５１ｂに、第一右要
素部材２１Ｒの接続部２１２に形成された被押圧突起２１２ｂが接触する。これにより、
上記第三要素部材２３、第二要素部材２２と同様に、第一左要素部材２１Ｌと第一右要素
部材２１Ｒは、各々の環状部２１１が互いに離れる方向に回転し、環状部２１１が表示装
置９２の表示画面の前面側に重ならない位置まで移動する（図１４参照）。
【００７２】
　このように、第二装飾体２０が第四位置に位置する状態から、出力歯車２４１を一方向
に回転させれば第三要素部材２３、第二要素部材２２、第一要素部材２１、の順で、環状
部２１１，２２１，２３１が表示装置９２の表示画面の前面側に重ならない第三位置まで
移動する。具体的には、第三要素部材２３が第三位置まで移動し終えてから押圧突起２５
２ｂに被押圧突起２２２ｂが接触することで第二要素部材２２の移動が開始され、第二要
素部材２２が第三位置まで移動し終えてから押圧突起２５１ｂに被押圧突起２１２ｂが接
触することで第一要素部材２１の移動が開始される。第一要素部材２１が第三位置まで移
動し終えると、図１４に示すような第二装飾体２０全体が第三位置に位置した状態となる
。
【００７３】
　一方、第二装飾体２０を第三位置から第四位置に移動させる際には、第二装飾体用駆動
源２４を駆動し出力歯車２４１を他方向に回転させ、連繋部材２５を右方向にスライドさ
せる。すると、まず、左端が最も右寄りに位置する第一板状体２５１の押圧突起２５１ｂ
に、第一右要素部材２１Ｒの接続部２１２に形成された被押圧突起２１２ｂが接触した状
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態が解消される。具体的には、被押圧突起２１２ｂが押圧突起２５１ｂによって押し下げ
られた状態が解消される。このように被押圧突起２１２ｂが押し下げられた状態が解消さ
れると、第一右要素部材２１Ｒは、環状部２１１がその重さにより（重力の作用により）
左に移動する方向（時計回り）に回転する。このように第一右要素部材２１Ｒが回転する
と、第一右要素部材２１Ｒの歯車２１２ａに噛合する歯車２１２ａを有する第一左要素部
材２１Ｌは、環状部２１１が右に移動する方向（反時計回り）に回転する。このように、
第一左要素部材２１Ｌと第一右要素部材２１Ｒは、各々の環状部２１１が互いに近づく方
向に回転し、環状部２１１が表示装置９２の表示画面の前面側に重なる位置まで移動する
（図１５参照）。
【００７４】
　さらに出力歯車２４１を一方向に回転させると、第二板状体２５２の押圧突起２５２ｂ
に、第二右要素部材２２Ｒの接続部２２２に形成された被押圧突起２２２ｂが接触した状
態が解消される。これにより、上記第一要素部材２１と同様に、第二左要素部材２２Ｌと
第二右要素部材２２Ｒは、各々の環状部２２１が互いに近づく方向に回転し、環状部２２
１が表示装置９２の表示画面の前面側に重なる位置まで移動する（図１６参照）。そして
、さらに出力歯車２４１を一方向に回転させると、第三板状体２５３の押圧突起２５３ｂ
に、第三右要素部材２３Ｒの接続部２３２に形成された被押圧突起２３２ｂが接触した状
態が解消される。これにより、上記第一要素部材２１、第二要素部材２２と同様に、第三
左要素部材２３Ｌと第三右要素部材２３Ｒは、各々の環状部２３１が互いに近づく方向に
回転し、環状部２３１が表示装置９２の表示画面の前面側に重なる位置まで移動する（図
１７参照）。
【００７５】
　このように、第二装飾体２０が第三位置に位置する状態から、出力歯車２４１を他方向
に回転させれば第一要素部材２１、第二要素部材２２、第三要素部材２３、の順で、環状
部２１１，２２１，２３１が表示装置９２の表示画面の前面側に重なる第四位置）まで移
動する。具体的には、第一要素部材２１が第四位置まで移動し終えてから押圧突起２５２
ｂと被押圧突起２２２ｂとの接触状態が解消されることで第二要素部材２２の移動が開始
され、第二要素部材２２が第四位置まで移動し終えてから押圧突起２５３ｂと被押圧突起
２３２ｂとの接触状態が解消されることで第三要素部材２３の移動が開始される。第三要
素部材２３が第四位置まで移動し終えると、図１７に示すような第二装飾体２０全体が第
四位置に位置した状態となる。
【００７６】
３）演出体の構成・基本動作
　演出体３０の構成について説明する。演出体３０は、装置枠体２ａの左部（表示装置９
２の表示画面の左側）において連結部材を介して演出体用駆動源に接続された独立して動
作する役物であり、第一演出位置と第二演出位置の間を移動可能である。本実施形態にお
ける演出体３０は、正面視円形（三次元的に見れば円柱状）の遊技を演出する部分である
。この演出体３０が表示装置９２の表示画面の下側に位置した状態が、「演出体３０が第
一演出位置に位置した状態」である（図１８（ａ）、図１９に示した状態）。また、演出
体３０が表示装置９２の表示画面の前面側略中央に重なって位置した状態が、「演出体３
０が第二演出位置に位置した状態」である（図１８（ｂ）、図２０に示した状態）。なお
、演出体３０の前面には、図示されない駆動手段により回転する星状の演出要素３１が設
けられている。この演出体３０の形状などは例示であり適宜変更可能である。
【００７７】
　図１８等に示すように、連結部材は、主軸３２、従動軸３３、連結アーム３４、および
補助アーム３５を有する。主軸３２および従動軸３３の先端部に演出体３０が固定されて
いる。また、主軸３２および従動軸３３の基端部は、装置枠体２ａの左部に回動自在に支
持されている。同様に連結アーム３４も、その基端部が装置枠体２ａの左部に回動自在に
支持されている。この連結アーム３４の回動中心軸は、主軸３２の回動中心軸と同一であ
り、連結アーム３４と主軸３２は一体的に回転する。連結アーム３４の先端側には、連結
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アーム３４の長手方向に延びる長孔が形成されている。この長孔には、補助アーム３５の
先端部が係合されている。この補助アーム３５の基端部は図示されない演出体用駆動源に
接続されている。演出体用駆動源は、出力軸（回転軸）が偏心位置（モータの中央軸線か
らずれた位置）に設けられた偏心モータである。
【００７８】
　以上の構成を備える演出体３０は、次のように動作する。図１９に示す演出体３０が第
一演出位置に位置している状態から、演出体用駆動源の出力軸を一方向に回転させると、
補助アーム３５の先端部が左方向に移動するように回転する。すると、補助アーム３５の
先端部が係合している連結アーム３４も基端部を中心として左方向（反時計回り）に回転
する。連結アーム３４が左方向に回転すると、それと一体的に回転する主軸３２も左方向
（反時計回り）に回転する。すなわち、主軸３２の先端部が起き上がる方向に回転する。
主軸３２の先端部には演出体３０が固定されているから、主軸３２の左方向への回転によ
って演出体３０は表示装置９２の表示画面の前面側略中央に重なる位置まで移動する（図
２０参照）。なお、この主軸３２の移動に伴って主軸３２とともに演出体３０に固定され
ている従動軸３３も左方向（反時計回り）に回転する。このようにして、演出体３０が表
示装置９２の表示画面の前面側略中央に重なる位置、すなわち第二演出位置に位置した状
態となる。なお、演出体３０が第二演出位置に位置した状態となったとき、従動軸３３が
図示されないフォトセンサの検出範囲に入り込む。これにより、演出体３０が第二演出位
置に位置したことが検出される。
【００７９】
　図２０に示す第二演出位置に位置した演出体３０を第一演出位置に移動させる際には、
演出体用駆動源を他方向に回転させる。これにより、補助アーム３５の先端部が右方向に
移動するように回転する。すると、補助アーム３５の先端部が係合している連結アーム３
４も基端部を中心として右方向（時計回り）に回転する。連結アーム３４が右方向に回転
すると、それと一体的に回転する主軸３２も右方向（時計回り）に回転する。連結アーム
３４の先端部には演出体３０が固定されているから主軸３２の右方向への回転によって演
出体３０は表示装置９２の表示画面の下側に位置するまで移動する。なお、この主軸３２
の移動に伴って主軸３２とともに演出体３０に固定されている従動軸３３も右方向（時計
回り）に回転する。このようにして、演出体３０が表示装置９２の表示画面の下側に位置
する状態、すなわち第一演出位置に位置した状態となる（図１９参照）。
【００８０】
（第一装飾体および第二装飾体が有する各要素部材の対応した動作）
　上記のように、本実施形態における装飾部材５を構成する第一装飾体１０および第二装
飾体２０は、それぞれ、三つの要素部材２１，２２，２３、１１，１２，１３を有する（
図４参照）。第一装飾体１０の各要素部材は、第二装飾体２０の一の要素部材と対応する
。具体的には、第一装飾体１０の第一要素部材１１と第二装飾体２０の第一要素部材２１
が対応し、第一装飾体１０の第二要素部材１２と第二装飾体２０の第二要素部材２２が対
応し、第一装飾体１０の第三要素部材１３と第二装飾体２０の第三要素部材２３が対応す
る。すなわち、環状部の曲率が略一致するもの同士が対応した関係である。
【００８１】
　第一装飾体１０の各要素部材と、それに対応した第二装飾体２０の一の要素部材は、一
体的な形態を構成する。すなわち、第二位置に位置する第一装飾体１０の第一要素部材１
１と第四位置に位置する第二装飾体２０の第一要素部材２１とは一つの円環形状の構造物
（以下、単に小円ＳＣと称することもある）を構成する。同様に、第二位置に位置する第
一装飾体１０の第二要素部材１２と第四位置に位置する第二装飾体２０の第二要素部材２
２とが一つの円環形状の構造物（以下、単に中円ＭＣと称することもある）を構成し、第
二位置に位置する第一装飾体１０の第三要素部材１３と第四位置に位置する第二装飾体２
０の第三要素部材２３とが一つの円環形状の構造物（以下、単に大円ＬＣと称することも
ある）を構成する。
【００８２】
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　各要素部材が動作する順は、上述した通りである。本実施形態では、第一装飾体１０お
よび第二装飾体２０の両方において、遊技盤の中央（上記円環形状の構造物を構成する位
置）に移動する場合には、第一要素部材１１，２１、第二要素部材１２，２２、第三要素
部材１３，２３の順で、遊技盤の中央から離れる方向に移動する場合には、第三要素部材
１３，２３、第二要素部材２２，１２、第一要素部材１１，２１の順で移動する。このよ
うな順で要素部材を動作させる連繋部材１５（２５）の板状体に形成された押圧突起１５
１ｂ，１５２ｂ，１５３ｂ（２５１ｂ，２５２ｂ，２５３ｂ）の位置は、各要素部材が前
の要素部材が移動し終えてから移動を開始するように設定されている。
【００８３】
　このような構成を有するため、本実施形態にかかる遊技機１の制御手段は、小円ＳＣの
みを構成した形態（図２１参照）、小円ＳＣと中円ＭＣを構成した形態（図２２参照）、
小円ＳＣと中円ＭＣと大円ＬＣを構成した形態（図２３参照）のいずれかを用いた演出を
行うことが可能である。
【００８４】
　このように、第二装飾体２０と第一装飾体１０は円環形状の構造物を構築する合体動作
を行う。なお、第一装飾体１０および第二装飾体２０が有する要素部材の数（三つ）は例
示である。第一装飾体１０および第二装飾体２０が有する要素部材が同数であれば、その
数は適宜変更可能である。
【００８５】
（装飾部材（第一装飾体および第二装飾体）と演出体を組み合わせた（合体、並設させた
）演出）
　以下、上記構成を備える可動演出装置２の装飾部材５（第一装飾体１０および第二装飾
体２９）と演出体３０を組み合わせた演出（動作）について説明する。なお、可動演出装
置２の演出は、第一装飾体１０、第二装飾体２０、および演出体３０がそれぞれ単独で動
作する演出を行うことが可能である（図１１～図２０で示した通り。説明は省略する）。
なお、以下の説明では、（第一装飾体１０と第二装飾体２０を一つの部材として考えた）
装飾部材５全体と演出体３０を組み合わせた演出を「演出形態」と称し、（装飾部材５を
第一装飾体１０と第二装飾体２０に分けて考えた）第一装飾体１０、第二装飾体２０、お
よび演出体３０の少なくとも二以上を組み合わせた演出を「演出状態」と称する。なお、
本実施形態では、組み合わせとは複数の部材（装飾部材５、演出体３０等）が合体、並設
などすることで一つの装飾形態を表せばよい。
【００８６】
１－１）装飾部材と演出体による第一演出形態
　装飾部材５と演出体３０とを組み合わせた第一演出形態について説明する。第一演出形
態は、第一演出位置に位置する演出体３０と装飾部材５との組み合わせで構成される演出
形態である。第一演出形態における装飾部材５の位置は、どのような位置であってもよい
が、好ましい位置としては第一装飾位置が挙げられる。装飾部材５が「第一装飾位置」に
位置した状態とは、第一装飾体１０が第二位置に位置し、第二装飾体２０が第四位置に位
置した状態である。この場合、第一装飾体１０の左要素部材１１Ｌ，１２Ｌ，１３Ｌの接
続部１１２，１２２，１３２と右要素部材１１Ｒ，１２Ｒ，１３Ｒの接続部１１２，１２
２，１３２の間には、所定の大きさの円形空間（第一収納部Ｓ１）が形成されるため、こ
の円形空間内に第一演出位置にある演出体３０が位置する（収容される）。このように、
第一演出位置に位置する演出体３０と第一装飾位置に位置する装飾部材５によって、図２
４に示すような演出形態（第一演出形態の一つ）が構成される。
【００８７】
　ここで、装飾部材５が第一装飾位置に位置している上記第一演出形態においては、演出
体３０は第一演出位置と第二演出位置の間を移動することができない。第二位置に位置す
る装飾体１０の左要素部材１１Ｌ，１２Ｌ，１３Ｌと右要素部材１１Ｒ，１２Ｒ，１３Ｒ
によって、演出体３０の第一演出位置と第二演出位置との間の移動経路が遮られるからで
ある。これに対し、装飾部材５が第二装飾位置に位置している状態（第一装飾体１０が第
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一位置に位置し、第二装飾体２０が第三位置に位置している状態）においては、演出体３
０の第一演出位置と第二演出位置との間の移動経路が遮られた状態にないから、演出体３
０の第一演出位置と第二演出位置の間の移動が可能である。つまり、第一装飾位置に位置
する装飾部材５は、演出体３０の第一演出位置と第二演出位置との間の移動を規制する移
動規制部を構成する。
【００８８】
　また、上記第一演出形態の一つである図２４に示した形態では、第一装飾体１０におけ
る左要素部材１１Ｌ，１２Ｌ，１３Ｌの環状部１１１，１２１，１３１と右要素部材１１
Ｒ，１２Ｒ，１３Ｒの環状部１１１，１２１，１３１、および、第二装飾体２０における
左要素部材２１Ｌ，２２Ｌ，２３Ｌの環状部２１１，２２１，２３１と右要素部材２１Ｒ
，２２Ｒ，２３Ｒの環状部２１１，２２１，２３１によって所定の大きさの円形空間（第
二収納部Ｓ２）が形成される。この第二収納部Ｓ２内には演出体３０が位置していないた
め、第二収納部Ｓ２から装飾部材５の後側に位置する表示装置９２の表示部（表示画面の
一部）が視認可能である。つまり、かかる形態において、演出体３０が位置していない第
二収納部Ｓ２は、表示装置９２の表示部が視認可能な視認窓Ｗとして機能する。
【００８９】
１－２）装飾部材と演出体による第二演出形態
　装飾部材５と演出体３０とを組み合わせた第二演出形態について説明する。第二演出形
態は、第二演出位置に位置する演出体３０と装飾部材５との組み合わせで構成される演出
形態である。第二演出形態における装飾部材５の位置は、どのような位置であってもよい
が、好ましい位置としては上記第一装飾位置が挙げられる。この場合、第一装飾体１０に
おける左要素部材１１Ｌ，１２Ｌ，１３Ｌの環状部１１１，１２１，１３１と右要素部材
１１Ｒ，１２Ｒ，１３Ｒの環状部１１１，１２１，１３１、および、第二装飾体２０にお
ける左要素部材２１Ｌ，２２Ｌ，２３Ｌの環状部２１１，２２１，２３１と右要素部材２
１Ｒ，２２Ｒ，２３Ｒの環状部２１１，２２１，２３１によって第二収納部Ｓ２が形成さ
れるため、この円形空間内に第二演出位置にある演出体３０が位置する（収容される）。
このように、第二演出位置に位置する演出体３０と第一装飾位置に位置する装飾部材５に
よって、図２５に示すような演出形態（第二演出形態の一つ）が構成される。
【００９０】
　ここで、上記第二演出形態においても、装飾部材５が第一装飾位置に位置しているから
、演出体３０は第一演出位置と第二演出位置の間を移動することができない。つまり、第
一装飾位置に位置する装飾部材５は、演出体３０の第一演出位置と第二演出位置との間の
移動を規制する移動規制部を構成する。演出体３０を移動させる際には、装飾部材５を第
二装飾位置に位置させればよい。
【００９１】
　また、上記第二演出形態の一つである図２５に示した形態では、第一装飾体１０の左要
素部材１１Ｌ，１２Ｌ，１３Ｌの接続部１１２，１２２，１３２と右要素部材１１Ｒ，１
２Ｒ，１３Ｒの接続部１１２，１２２，１３２の間には、第一収納部Ｓ１が形成される。
この第一収納部Ｓ１内には演出体３０が位置していないため、第一収納部Ｓ１から装飾部
材５の後側に位置する表示装置９２の表示部（表示画面の一部）が視認可能である。つま
り、かかる形態において、演出体３０が位置していない第一収納部Ｓ２は、表示装置９２
の表示部が視認可能な視認窓Ｗとして機能する。
【００９２】
２－１）第一装飾体と演出体による第一演出状態
　第一装飾体１０と演出体３０とを組み合わせた第一演出状態について説明する。第一装
飾体１０が第二位置に位置する場合、左要素部材１１Ｌ，１２Ｌ，１３Ｌの接続部１１２
，１２２，１３２と右要素部材１１Ｒ，１２Ｒ，１３Ｒの接続部１１２，１２２，１３２
の間には、所定の大きさの円形空間（第一収納部Ｓ１）が形成される。この円形空間内に
第一演出位置にある演出体３０が位置する（収容される）ことにより、図２６に示す第一
演出状態が構成される。このように、第一演出位置に位置する演出体３０と第一装飾体１
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０の組み合わせによって第一演出状態が構成される。
【００９３】
　さらに、第一装飾体１０と演出体３０とによって構成することのできる別の演出状態と
して、第二位置にある第一装飾体１０と第二演出位置にある演出体３０とによって構成さ
れる図２７に示す演出状態が例示できる。なお、このとき、演出体３０が位置していない
第一収納部Ｓ１は、表示装置９２の表示部が視認可能な視認窓Ｗとして機能する。
【００９４】
　また、このように第一演出状態を構成する第一装飾体１０および演出体３０には、次の
ような関係性がある。演出体３０が第一演出位置および第二演出位置のいずれに位置する
場合であっても、第一装飾体１０は第一位置と第二位置の間を自由に移動することができ
る（演出体３０に干渉しない）。一方、第一装飾体１０が第二位置に位置する場合には、
演出体３０が第一演出位置および第二演出位置のいずれに位置する場合であっても、移動
することはできない（第一装飾体１０が演出体３０の第一演出位置と第二演出位置との間
の移動を規制する移動規制部を構成する）。これに対し、第一装飾体１０が第一位置に位
置する場合には、演出体３０は第一演出位置と第二演出位置の間を自由に移動することが
できる（第一位置に位置する第一装飾体１０に干渉しない）。
【００９５】
　したがって、遊技機１の制御手段は、第一装飾体１０と演出体３０を次のように制御す
る。「１．第一装飾体１０を第一位置から第二位置に移動させ、かつ、演出体３０を第一
演出位置から第二演出位置へと移動させようとする際」には、演出体３０を第一演出位置
から第二演出位置へと移動させてから、第一装飾体１０を第一位置から第二位置に移動さ
せる。最初に第一装飾体１０を第二位置に移動させてしまうと演出体３０が円形空間（第
一収納部Ｓ１）に収納された状態となり、全く移動することができなくなってしまうから
である。「２．第一装飾体１０を第一位置から第二位置に移動させ、かつ、演出体３０を
第一演出位置に位置させたままとする」際には、そのまま第一装飾体１０のみを第一位置
から第二位置へ移動させればよい。「３．第一装飾体１０を第二位置から第一位置に移動
させ、かつ、演出体３０を第二演出位置から第一演出位置に移動させようとする際」には
、第一装飾体１０を第二位置から第一位置に移動させてから、演出体３０を第二演出位置
から第一演出位置に移動させる。第二位置に位置する第一装飾体１０によって表示装置９
２の表示画面の下側に円形空間が形成されているからである。「４．第一装飾体１０を第
二位置から第一位置に移動させ、かつ、演出体３０を第二演出位置に位置させたままとす
る際」には、そのまま第一装飾体１０のみを第二位置から第一位置へ移動させればよい。
【００９６】
　なお、演出体３０の第一演出位置と第二演出位置との間の移動を規制する移動規制部と
して、第二装飾体２０を用いることもできる。具体的には、第二装飾体２０における左要
素部材２１Ｌ，２２Ｌ，２３Ｌの環状部２１１，２２１，２３１と右要素部材２１Ｒ，２
２Ｒ，２３Ｒの環状部２１１，２２１，２３１の円弧の長さを大きくする（円弧を下方に
延ばす）ことにより、第二装飾体２０が第四位置に位置しているときには、演出体３０の
第一演出位置と第二演出位置との間の移動を第二装飾体２０の環状部２１１，２２１，２
３１、２１１，２２１，２３１により規制することができる。この場合に演出体３０を移
動させるときには、第二装飾体２０を第三位置に位置させればよい。
【００９７】
２－２）第二装飾体と演出体による第二演出状態
　第二装飾体２０と演出体３０とを組み合わせた第二演出状態について説明する。上述し
たように、第二装飾体２０は第四位置において各要素部材２１，２２，２３の環状部２１
１，２２１，２３１が表示装置９２の表示画面の前面側に重なるように位置する。このと
き、左要素部材２１Ｌ，２２Ｌ，２３Ｌの環状部２２１，２２１，２３１と右要素部材２
１Ｒ，２２Ｒ，２３Ｒの環状部２１１，２２１，２３１は、下方が破断した円環形状の構
造物を構築する。この円環形状の構造物の内側の空間（下方が開口した円形空間）には、
第二演出位置に位置する演出体３０が入り込むことが可能である。つまり、第四位置に位
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置する第二装飾体２０および第二演出位置に位置する演出体３０によって、図２８に示す
第二演出状態が構成される。
【００９８】
　上記演出体３０および第二装飾体２０は、一方がどの位置に位置していても、他方が自
由に移動することが可能である。詳しくは、演出体３０は装置枠体２ａで囲まれた領域の
上下方向における略中央から下の領域で移動するのに対し、第二装飾体２０は装置枠体２
ａで囲まれた領域の上下方向における略中央から上の領域で移動するから、両者は干渉せ
ず、自由に移動することが可能である。ただし、上述したように、第二装飾体２０におけ
る左要素部材２１Ｌ，２２Ｌ，２３Ｌの環状部２１１，２２１，２３１と右要素部材２１
Ｒ，２２Ｒ，２３Ｒの環状部２１１，２２１，２３１の円弧の長さを大きくする（円弧を
下方に延ばす）ことにより、第二装飾体２０を演出体３０の移動を規制する移動規制部と
して機能させることも可能である。
【００９９】
２－３）第一装飾体と第二装飾体による第三演出状態
　第一装飾体１０と第二装飾体２０を組み合わせた第三演出状態について説明する。上述
したように、第一装飾体１０は第二位置において各要素部材１１，１２，１３の環状部１
１１，１２１，１３１が表示装置９２の表示画面の前面側に重なるように位置する。この
とき、左要素部材１１Ｌ，１２Ｌ，１３Ｌの環状部１１１，１２１，１３１と右要素部材
１１Ｒ，１２Ｒ，１３Ｒの環状部１１１，１２１，１３１は、上方が破断した円環形状の
構造物を構築する。一方、第二装飾体２０は第四位置において各要素部材２１，２２，２
３の環状部２１１，２２１，２３１が表示装置９２の表示画面の前面側に重なるように位
置し、左要素部材２１Ｌ，２２Ｌ，２３Ｌの環状部２１１，２２１，２３１と右要素部材
２１Ｒ，２２Ｒ，２３Ｒの環状部２１１，２２１，２３１が下方が破断した円環形状の構
造物を構築する。第一装飾体１０が構築する円環形状の構造物の破断した部分には、第二
装飾体２０が構築する円環形状の構造物が位置する。つまり、第二位置に位置する第一装
飾体１０の環状部１１１，１２１，１３１と第四位置に位置する第二装飾体２０の環状部
２１１，２２１，２３１によって、図２１から図２３で示したような連続する（破断した
部分の無い）円環形状の構造物が構成される。
【０１００】
　上記第一装飾体１０および第二装飾体２０は、一方がどの位置に位置していても、他方
が自由に移動することが可能である。詳しくは、第一装飾体１０は装置枠体２ａで囲まれ
た領域の上下方向における略中央から下の領域で移動するのに対し、第二装飾体２０は装
置枠体２ａで囲まれた領域の上下方向における略中央から上の領域で移動するから、両者
は干渉せず、自由に移動することが可能である。
【０１０１】
　この第一装飾体１０と第二装飾体２０によってこの円環形状の構造物を構成する際、演
出体３０は第一演出位置および第二演出位置のいずれに位置していてもよい。具体的には
、第一装飾体１０によって構成される上記第一収納部Ｓ１に第一演出位置にある演出体３
０が位置する場合、図２４に示す演出状態（上記第一演出形態の一つ）が構成される。ま
た、円環形状の構造物の内側に形成される円形空間（第二収納部Ｓ２）に第二演出位置に
ある演出体３０が位置する場合、図２５に示す演出状態（上記第二演出形態の一つ）が構
成される。このように、第三演出状態は、第一装飾体１０と第二装飾体２０によって円環
形状の構造物が構成される演出状態であるが、別の見方をすれば、第一装飾体１０、第二
装飾体２０、および演出体３０によって構成される演出状態（上記第一演出形態や第二演
出形態に含まれる演出形態）とも捉えられる。
【０１０２】
　また、上記第三演出状態において、第一収納部Ｓ１や第二収納部Ｓ２に演出体３０が位
置していない場合、これら第一収納部Ｓ１および第二収納部Ｓ２から装飾部材５（第一装
飾体１０および第二装飾体２０）の後側に位置する表示装置９２の表示部（表示画面の一
部）が視認可能である。つまり、演出体３０が位置していない収納部は、表示装置の表示
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部が視認可能な視認窓Ｗとして機能する。
【０１０３】
　なお、上記第一演出形態と第二演出形態、および、第一演出状態から第三演出状態の説
明において、第二装飾体２０を第四位置に位置させると説明したケースでは、第二装飾体
２０の第一要素部材２１のみを第四位置に位置させてもよいし、第一要素部材２１と第二
要素部材２２を第四位置に位置させてもよいし、第一要素部材２１から第三要素部材２３
の全てを第四位置に位置させてもよい。同様に、第一装飾体１０を第二位置に位置させる
と説明したケースでは、第一装飾体１０の第一要素部材１１のみを第二位置に位置させて
もよいし、第一要素部材１１と第二要素部材１２を第二位置に位置させてもよいし、第一
要素部材１１から第三要素部材１３の全てを第二位置に位置させてもよい。
【０１０４】
（本実施形態の主な作用効果）
　以上説明した本発明にかかる遊技機１によれば、次のような作用効果が奏される。
【０１０５】
　本実施形態にかかる遊技機１において、第一装飾位置と第二装飾位置との間を移動可能
である装飾部材５は、第一演出位置に位置する演出体３０と第一演出形態を構成すると共
に、第二演出位置に位置する演出体３０と第二演出形態を構成する。つまり、独立して動
作する演出体３０が第一演出位置にあるか第二演出位置にあるかにより別の演出形態を構
成することが可能であるから、幅広い演出効果を発現する遊技機１となる。
【０１０６】
　また、装飾部材５によって形成される第一収納部Ｓ１および第二収納部Ｓ２に演出体３
０が入り込んだ状態とすることができるため、限られた遊技領域を有効に活用して効果的
な演出を行うことが可能となる。具体的には、装飾部材５と演出体３０との合体動作によ
る優れた演出効果が発現される。
【０１０７】
　また、第一装飾位置に位置している装飾部材５によって、第一演出位置と第二演出位置
の間の演出体３０の移動を規制する移動規制部が構成されるため（装飾部材５と演出体３
０の動作が規制されるため）、装飾部材５と演出体３０が干渉することを防止しつつ、種
々の演出を行うことが可能となる。
【０１０８】
　また、遊技者は、演出体３０が位置していない収容部（視認窓Ｗ）から表示装置９２の
表示部の画像を視認することができる。この表示装置９２の表示部における視認窓Ｗから
視認できる部分に種々の画像を映し出すことにより、装飾部材５と表示装置９２が一体と
なった種々の演出を行うことが可能となる。
【０１０９】
　一方、本実施形態にかかる遊技機１において、第一装飾体１０は、第一演出位置に位置
する演出体３０と第一演出状態を構成し、第一装飾体１０とともに合体動作を行う第二装
飾体２０は、第二演出位置に位置する演出体３０と第二演出状態を構成する。つまり、独
立して動作する演出体３０が第一演出位置にあるか第二演出位置にあるかによって、合体
動作を行う第一装飾体１０および第二装飾体２０との組み合わせによって異なる演出状態
を構成することが可能であるから、幅広い演出効果を発現する遊技機１となる。
【０１１０】
　また、第一装飾体１０は第一位置と第二位置の間を移動可能であり、第二位置に位置す
る第一装飾体１０と第四位置に位置する第二装飾体２０によって第三演出状態を構成する
ことができるため、第一装飾体１０と第二装飾体２０によってより幅広い演出効果を発現
することが可能となる。
【０１１１】
　また、第一装飾体１０によって第一演出位置に位置する演出体３０を収容することがで
きる第一収納部Ｓ１、第一装飾体１０および第二装飾体２０によって第二演出位置に位置
する演出体３０を収容することができる第二収納部Ｓ２が構成される構造であるから、限
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られた遊技領域を有効に活用して効果的な演出を行うことが可能となる。具体的には、第
一装飾体１０および第二装飾体２０の少なくともいずれか一方と、演出体３０との合体動
作による優れた演出効果が発現される。
【０１１２】
　また、遊技機１が備える制御手段により、第一装飾体１０と演出体３０の干渉を防止し
つつ種々の演出を行うことが可能である。
【０１１３】
　また、第一装飾体１０および第二装飾体２０が、ともに、複数の要素部材（第一要素部
材２１，１１～第三要素部材２３，１３）から構成され、第二装飾体２０の要素部材２１
，２２，２３と第一装飾体１０の要素部材１１，１２，１３が組み合わされて一体的な形
態（円環形状の構造物）を構成する構造であるから、第二装飾体２０と第一装飾体１０に
よってなされる合体動作に様々な変化をもたらすことができる。換言すれば、複数種類の
合体動作による演出を提供することが可能となる。
【０１１４】
　また、第一装飾体１０または第二装飾体２０を構成するある要素部材が第一位置または
第三位置から第二位置または第四位置に移動し終えてから次の要素部材の第一位置または
第三位置から第二位置または第四位置までの移動が行われるように構成されるため、一の
要素部材のみで形態を構成したり、複数の要素部材で形態を構成したりすることが可能と
なり、幅広い演出を提供することが可能となる。
【０１１５】
　また、第一装飾体１０および第二装飾体２０を構成する複数の要素部材（第一要素部材
１１，２１～第三要素部材１３，２３）が、予め定められた移動順通りに移動し、同じ移
動順の要素部材同士が一体的な形態を構成するから、ある一つの要素部材同士だけで一体
的な形態を構成したり、複数の要素部材同士で一体的な形態を構成したりするなど、幅広
い演出を提供することができる。
【０１１６】
　以上、本発明の実施の形態について詳細に説明したが、本発明は上記実施の形態に何ら
限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の改変が可能である。
【０１１７】
　例えば、上記実施形態における、第一装飾体１０、第二装飾体２０、および演出体３０
の駆動方法は一例である。上記と同様の動作を行うことができる構成であれば、これら可
動部材の駆動方法は適宜変更可能である。
【０１１８】
　また、上記実施形態では、第一装飾体１０と第二装飾体２０の両方において、複数の要
素部材が予め定められた動作順で動作することを説明したが、第一装飾体１０および第二
装飾体２０のいずれか一方のみが予め定められた動作順で動作するようにしてもよい。
【０１１９】
　また、収納部Ｓ１，Ｓ２の大きさは、演出体３０よりも大きければよく、収納部Ｓ１，
Ｓ２に演出体３０を収納した際に装飾部材５と演出体３０が一体的に見えていれば、演出
体３０と装飾部材５との間に隙間が生じる構成であってもよいし、演出体３０と装飾部材
５が接触している構成であってもよい。さらに本実施形態では、装飾部材５および演出体
３０は少なくとも一部が同一平面上に位置する構成であればよく、全てが同一平面上に位
置していなくともよい。
【符号の説明】
【０１２０】
１　　　　　　　　　　　遊技機
５　　　　　　　　　　　装飾部材
１０　　　　　　　　　　第一装飾体
１１（１１Ｌ，１１Ｒ）　第一要素部材
１２（１２Ｌ，１２Ｒ）　第二要素部材
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１３（１３Ｌ，１３Ｒ）　第三要素部材
２０　　　　　　　　　　第二装飾体
２１（２１Ｌ，２１Ｒ）　第一要素部材
２２（２２Ｌ，２２Ｒ）　第二要素部材
２３（２３Ｌ，２３Ｒ）　第三要素部材
Ｓ１　　　　　　　　　　第一収納部
Ｓ２　　　　　　　　　　第二収納部
Ｗ　　　　　　　　　　　視認窓
３０　　　　　　　　　　演出体

【図１】 【図２】
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【図１９】 【図２０】
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【図２５】 【図２６】



(30) JP 5824699 B2 2015.11.25

【図２７】 【図２８】
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